
 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ活用がなかなか進まない先生に送る「ＩＣＴのメリットと課題」 

学校政策推進課 

課長 江竜 眞司 

 

今、草津市では「草津型アクティブ・ラーニング」による授業改善を強く推し進めています。ご存知の

ように「草津型アクティブ・ラーニング」とは、アナログとデジタルを組み合わせたハイブリッドな授業

のことをいい、タブレットＰＣや電子黒板などのＩＣＴ機器を有効に活用することが望まれています。…

などと言うと、ＩＣＴは「使わなければならないもの」といったイメージを持ってしまうかもしれませ

ん。そこで、「ＩＣＴ活用がなかなか進まない」、「電子黒板は使えてもタブレットＰＣはまだまだ…」と

いった先生のために、ＩＣＴのメリットを中心に紹介します。 

ＩＣＴのメリット①…「時間短縮」。子どもたちがノートに書いた意見をみんなに紹介する場面では、

タブレットＰＣのカメラ機能を使ってノートを撮影。電子黒板に送信。ＩＣＴを使えば一瞬です。また、

子どもたちに資料を見せる場面では、見せたい資料をタブレットＰＣに送信。子どもたちは、手元でじっ

くりと資料を見ることができるため、先生の長々とした解説は不要です。 

ＩＣＴのメリット②…「授業改善」。タブレットＰＣを使えば、子どもと先生、子ども同士のデータ送

受信が自由自在。プレゼン資料も簡単に作れます。また、クラスみんなの意見をまとめて表示したり、正

確に集約したりできます。タブレットＰＣを授業に導入するだけで、子どもたちが主体的・対話的に学ぶ

ためのベースができます。ＩＣＴは、教師主導の一斉授業から脱却するための有効なツールになります。 

一方、ＩＣＴにも課題があります。一つ目は、無線ＬＡＮの設置に手間と時間がかかること、通信が安

定しないこと。特に中学校では、教室移動が多くてたいへんです。現在、そうした課題を解消するために、

無線ＬＡＮの常設化、教育ネットワークの高速化に向け、予算要求をしています。近い将来、草津市の学

校のＩＣＴ環境はさらに良くなります。 

二つ目は、突然の機器トラブルです。トラブル対応には、専門的な知識が必要かもしれませんが、トラ

ブルを恐れて活用しないのは、まさに「宝の持ち腐れ」です。ＩＣＴ支援員を有効に活用すること、支援

員からノウハウを吸収することが大切です。 

いかがですか。「使ってみたいけど、なかなか思い切れないなあ。」という先生は、校内の教育情報化リ

ーダーの先生に相談しましょう。学校政策推進課に相談いただいてもかまいません。本課の専門員やＩＣ

Ｔ教育スーパーバイザーが必ず力になります。 

子どもたちが「授業が楽しい！」「よく分かる！」と言ってくれることが、教師みんなの願いです。子

どもたちの笑顔を思い浮かべて、“Ｌｅｔ‘ｓ ＩＣＴ教育！”。 
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今年も夏期研修講座を開催しましたところ、のべ９８１名の先生方に参加していただき、ありがとうご

ざいました。提出いただいた各講座のアンケートを参考に、今後も先生方の需要にお応えできる研修講座

を企画したいと思います。（体育実技講座は、熱中症予防・未然防止のため中止となりました。） 

 

講座名 

【人権教育講座１】 

「子どもたちのいまと未来のために、部落の歴史に学ぶ 

～中世から江戸時代にかけての差別の有り様～」 

開催日 ７月２４日（火） 

人 数 １５１名 

講 師 京都教育大学 名誉教授    外川 正明さん 

 ＜感想＞ 

・人権教育は間違うかもしれない人間が間違わないように共に悩みな

がらする教育ということが心にささりました。 

・「人はなぜ差別するのか」の一言をみんなで深く考えることが「共に

生きぬく力」にもつながると思う。人を尊ぶ心、お互いを思いやる

こころをいつの時代も大切にする教育があらためて必要だと思う。 

講座名 

【人権教育講座２】 

「草津の人権・同和教育が私に教えてくれたもの 

  ～一人の教師として、自分の歩みを振り返る～」 

開催日 ８月７日（火） 

人 数 １０１名 

講 師 学校政策推進課 ＩＣＴ教育スーパーバイザー 糠塚 一彦さん 

 ＜感想＞ 

・話を聞いて、自分がわが子に部落差別について聞かれたときに、ど

のように話すのかを考えました。学校で教わること以外のこと（自

分でないと伝えられないこと）を自分の言葉で伝えられるようにな

らなければいけないと思いました。 

・「教師」という職につき、改めて目の前にいる子の抱えている課題を

一緒に解決していく責任を果たそうと思いました。 

講座名 

【道徳教育講座】 

「考え、議論する道徳科への授業改善」 
開催日 ７月３１日（火） 

人 数 １０５名 

講 師 南笠東小学校 教頭 上原 忠士さん 

 ＜感想＞ 

・評価の方法や発問など大変勉強になりました。 

・実際に授業を見せていただいたり、主発問を考えたりして、２学期

からの授業に活かせるなと感じました。評価の視点をしっかり持っ

て、取り組みたいと思います。 

・学校の重点内容を意識していなかったので、しっかり頭に入れて指

導していきたいです。 
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講座名 

【生徒指導・教育相談講座】 

「今、子どもたちが危ない！ 

 ～ネット社会に生きる子どもたちに、私たちができること～」 

開催日 ７月２５日（水） 

人 数 ６８名 

講 師 

滋賀県警本部生活安全部サイバー犯罪対策課対策第２係 巡査部長 高橋 祐貴さん 

草津警察署生活安全課 少年補導職員 伊藤 千春さん 

草津市教育委員会事務局生涯学習課 専門員 武田 純さん 

 ＜感想＞ 

・「知らないから指導できない」は通用しないことを改めて認識した。

自分自身も時代の流れとともに求められていく教育ができる教員で

いたい。 

・小学生ではＬＩＮＥ以外のＳＮＳは年齢制限があるということを 2

学期以降子どもたちに伝えていこうと思う。 

講座名 

【英語教育講座】 

「スタートしました、外国語活動！ 

 ～子どもたちと一緒に楽しむ授業づくりのポイント～」 

開催日 ８月７日（火） 

人 数 ４２名 

講 師 大阪成蹊大学 准教授 赤沢 真世さん 

 ＜感想＞ 

・今年度から新しい教材で少々戸惑うことがありました。小学校英語

の在り方を理解し、今まで通り児童も教師も楽しめる授業を心がけ

たいと思います。 

・困ったり悩んだりした時は、今日の資料に振り返っていきたい。 

講座名 

【特別支援教育講座】 

「子どもたちの姿から、子どもたちの背景を探る 

 ～モニタリングの成果を最大限に活用する方法～」 

開催日 ７月３１日（火） 

人 数 １８２名 

講 師 岡山県立大学 准教授 周防 美智子さん 

 ＜感想＞ 

・お話を聞いていて子どもたちの顔がたくさん思い浮かび、２学期も

う一度クラス全体の様子を見ていきたいと思いました。 

・子どもの一番のカウンセラーは教師であるという言葉に、はっとさ

せられました。 

講座名 

【学級経営講座】 

「スキルの上達＝上手な学級経営？ 

 ～一人ひとりの子どもたちが見えてくる関わり方のコツ～」 

開催日 ８月２日（木） 

人 数 ３８名 

講 師 学校法人立命館 教育研究・研修センター長 友草 司さん 

 ＜感想＞ 

・前半にグループ活動があったのが、とてもよかった。 

・他校の児童の様子や先生方の意識や取り組みを知ることができたの

で、今後の学級経営にいかしていきたい。 
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講座名 

【学力向上講座】 

「言葉の本当のおもしろさをどうやって伝えるか？ 

 ～国語科の授業を見直して、学ぶ意欲を高める～」 

開催日 ７月２４日（火） 

人 数 ９６名 

講 師 京都女子大学 講師 吉永 幸司さん 

 ＜感想＞ 

・国語の授業を学習時間としてだけでとらえるのではなく、人間力を

も育んでいるという意識を持って取り組んでいこうと思いました。 

・国語の授業のみならず、「ことば」を大切にすることを改めて痛感し

ました。 

講座名 

【くさつ教員塾１ ＩＣＴ活用講座】 

「『教育情報セキュリティポリシー』の最前線を学ぶ！ 

 ～「今できること、すべきこと」と今後のセキュリティ対策～」 

開催日 ７月３０日（月） 

人 数 ３１名 

講 師 岐阜聖徳学園大学 教育学部 教授 玉置 崇さん 

 ＜感想＞ 

・多くの情報漏えいは人的なことが原因になっていることを学校全体

に再度広げていきたいと思う。 

・日々、自分の仕事や机周りの危機感のなさに反省させられました。

今日からしっかり管理していきたいと強く思いました。 

講座名 

【くさつ教員塾２ 幼児教育講座】 

「幼児期の遊びと１年生の学びをつなぐ、 

         接続期カリキュラムの活かし方」 

開催日 ８月２日（木） 

人 数 ６８名 

講 師 福井大学大学院 准教授 岸野 麻衣さん 

 ＜感想＞ 

・保育園の遊びの中でも、子どもたちが自分で考え、自信をつけたり

していると改めて気づき、すべての活動が大事で、１つ１つを丁寧

にしていかないといけないなと感じました。 

・１０の姿について、とても分かりやすく学べた。日々の遊びの中で

も、何を育てたいのか意識しながら保育していきたいです。 

講座名 

【くさつ教員塾３ 理科教育講座】 

「本当かな？ 

    身近なテーマから、楽しく取り組む 理科実験！」 

開催日 ８月６日（月） 

人 数 １１名 

講 師 
高穂中学校 教諭 尾関 大応さん、大島 良太さん 

玉川小学校 教諭 奥村 真也さん 

 ＜感想＞ 

・理科はいかに実感して、それをもとに思考を深めていくかが大切だ

と感じました。 

・大気圧の実験は、単純な変化から「なんで？」と理由や原因を考え

るとても面白い実験で、授業で活用したいなと感じました。 
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講座名 

【研究発表大会】 

①「たくましさとやさしさがあふれる子どもの育成をめざして 

  ～元気タイムや元気っ子ひろばの活動から子どもの体づくりを考える～」 

老上幼稚園（前大路幼稚園） 園長 河井 明美さん 

 

②「児童が既習内容を学習に生かせる教材づくりの追究 

～ＩＣＴ機器を用いた算数科の学習を通して～」 

笠縫小学校 教諭 片山 茂樹さん 

 

③「『中学生の読解力がピンチ』を救うために学校ぐるみで言語環境づくりをめざす」 

学校政策推進課 参事（前高穂中学校 教頭） 作田まさ代さん 

開催日 ８月１日（水） 人 数 ４４名 

 

 

 

 

 

 

＜感想＞ 

・ICT を活用した算数科の授業でこのような方法があるのかということにびっくりしました。他の教

科でも使えないか考え、真似したいと思います。 

・論文の内容紹介にとどまらず、会場の聴衆を巻き込んだ活動やパワーポイントによる資料提供など

工夫がたくさん盛り込まれた発表であり、聞きごたえがありました。 

講座名 

【研究報告】 

「『わかる・できる・楽しい』プログラミング的思考を高める取り組み 

～人型ロボットＰｅｐｐｅｒを活用して～」 

        草津小学校 教諭（平成２９年度教育研究所研究員） 堀江 和男さん 

 

【教育講演会】  

「“インクルーシブ教育”の先にあるもの 

 ～創造力を高め、仕事に携わる人々の可能性を広げる～」 

オムロン京都太陽株式会社 企画部長 堀井 孝佳さん 

開催日 ８月１日（水） 人 数 ４４名 

 ＜感想＞ 教育講演会  

・特別支援学級を担任していて色々な企業の障がい者雇用の話を聞く

ことがあるが、今日はとても心強い気持ちになった。 

・障がい者がよりよく仕事をしていけるように環境を整えているとい

う話を聞き、すごく教育に通づることだなぁと感じた。 

平成２９年度教育研究所研究員 

堀江 和男さん 

－５－ 



便利なＩＣＴの機能も教師の

発問次第で子どもの学びに差が

出てしまうことを学びました。ま

た、単に話し合いさせるだけでは

深い学びにはならないというこ

ともとても印象に残っています。 

毎年、研修の度に学びがたくさ

んあり、その都度実践してきまし

たが、今回のムーブノートは初め

てだったので、またまたたくさん

の発見がありました。 

 

タブレットを活用する方法につい

て悩んでいましたが、今日の研修で

いくつか試してみたいと思ったもの

がありましたので今後積極的に授業

に取り入れたいと思います。 

 

 

グループの話し合いでは、他校

の先生方の実践例やアイデアが

聞けて良い時間となりました。 

 

後半の理科の計画を立てるの

は楽しくできました。一人ではな

かなか考えられませんが、みんな

で考えるといろいろな面で考え

られるので、より良いものができ

るなと思いました。 

 

ムーブノートについては初めて

学んだので、こんなに便利な機能が

あったのだと驚きました。 

 

「話型」を決めることが、子ども

の思考力を育てるという考え方が

すばらしいなと思いました。 

 

 

スキルアップ支援夏季講座を、志津小学校を会場に７月   

２６日の午後と７月２７日の終日、また、草津中学校を会   

場に８月３日の午前に実施しました。会場をご提供いただ 

きありがとうございました。 

前半は ICT 支援員によるムーブノートの機能についての研修と ICT 教育   

スーパーバイザー(ICTSV)である糠塚氏による実際の活用場面についての    

研修をしました。後半はグループごとにムーブノート等を活用した教材作 

成と模擬授業を行いました。模擬授業では、短時間にもかかわらず様々に工 

夫された発表が見られました。参加者から下記の感想にあるように「たいへ 

ん参考になった。」という声が多く寄せられ、充実した研修となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

オクリンク、ムーブノート

等を活用した教材作成 

糠塚 ICTSV によるタブレ

ット PC 活用例に学ぶ 

ICT 支援員によるムーブ

ノート活用方法と思考を

深める「話型」の説明 

スキルアップアドバイザ

ーによる１学期の振り返

り 

ムーブノートを活用した授業づくりに挑戦 ＜スキルアップ支援夏季講座＞ 

教室環境、学習の展開など、自身の

１学期の振り返りをしたいと改めて

思いました。 

 

今回の実践例を見て具体的なイメ 

ージがつかめたような気がしまし

た。今後の授業でぜひ使ってみたい

と思いました。 

－６－ 



  

 

抹茶茶碗作りにチャレンジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月のたびすけＤａｙについて  やまびこ教育相談室 

今回の内容は、やまびこ教育相談室の説明・プレイルームの見学・プレイセラピー体験等

です。教育相談室でどんな相談ができるのか等、ご質問に丁寧にお答えします。詳しくは 10

月のたびすけＤａｙについてのチラシをご覧ください。 

（教育相談担当の先生にお尋ねください） 

 

日時：11 月 13 日(火)～11 月 19 日(月) （土日を除く） 

時間：9：30 ～ 17：00 (※１１／1９は正午まで) 

場所：教育研究所 ２Ｆ研修室 

子ども達のすてきな作品や活動写真が並びます。 

ぜひご来場いただき、芸術の秋を楽しんでください♪ 

 

 

 

滋賀次世代文化芸術センターより講師をお招

きして、抹茶茶碗を制作しました。 

午前中は茶碗の制作。昼食後は、その茶碗に

絵付けをしました。     

体験活動は初めてでしたが、予想以上の集中

力を発揮していました。１つの土の塊が色々な

形の茶碗になり、花や葉っぱ、クモの巣やヤモ

リなどの絵を描き、個性あふれる茶碗ができま

した。 

２か月後、どんな作品が焼きあがってくるの

か子どもたちも楽しみにしています。 

 

どんなお茶碗になるかな・・・ 

制作に集中してい

ます。 

－７－ 
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シリーズ 

司書さんおすすめの絵本 

「がまんのケーキ」 (かがくい ひろし／作絵 教育画劇) 

 

  かめぞうさんとこいたろうさんは、留守番中。二人の目の

前には、けろこさんと一緒に食べるケーキがあります。今す

ぐ食べたいこいたろうさんと、それを止めるかめぞうさん。

けろこさんが帰るまでケーキは残っているのでしょうか？ 

  ケーキの甘い誘惑と戦う二人の掛け合いが楽しい絵本で

す。三人それぞれが相手を思いやる優しい気持ちに、最後は

心が温かくなります。 

「ねえ、どれがいい？」 (ジョン・バーニンガム／作  評論社) 

 「ねえ、どれがいい？ヘビにまかれるのと、サカナにのま

れるのと、ワニにたべられるのと、サイのしたじきと。」 

繰り返される質問は、「どれもいや！」と言いたくなるよう

な究極の選択ばかり。大人にはありえないような質問ばかり

ですが、聞き手の子ども達は真剣に悩んで自分なりの答えを

出そうとします。そんな子ども達とのやり取りが楽しめる参

加型の絵本です。 

「おんちょろちょろ」 (瀬田 貞二／再話 梶山 俊夫／画 福音館書店) 

 

 昔、夜道に迷った男の子は、家に泊めてもらうことにしま

した。寺の小僧さんと勘違いした家の人から、仏壇にお経を

あげてほしいと言われます。困った男の子は、でたらめなお

経を唱えました。ところがある晩、その家に入った泥棒は、

家の人が唱えるお経を聞いて慌てだします。 

「おんちょろちょろ」という言葉のリズムの繰り返しと、登

場人物の勘違いが楽しい昔話です。泥棒の慌てふためく姿が

見開きいっぱいに描かれ、話の面白さを引き立てています。 

読み聞かせにご活用を 
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